第１９回　第４部会（産業労働）概要
日　時　平成21年8月4日（火）　午後6時30分　～　午後8時

場　所　市役所　２階　第２委員会室

出席者　川田弘教（部会長）　山田正幸（副部会長）　大西　宏　　河村信義　　平田和弘　　

石亀　裕　　平　秀里　　三澤由比子　　川西　悟

議　題　①　アーニス周辺の駐車違反について

　　　　　　アーニスを含めた周辺の整備について　

実際に関わった人の話と現在の様子を部会長が報告

　　　　　　現状は、警察の違法駐車に対する厳しい取り締まりで商業者にとっては好ましくない状況になっている

　　　　　　地域住民にとっては、駐車スペースなのか公園なのかも検討しなければならない

　　　　　　商業者にとっては、自分のお客様に対する対応としてとらえるべきであり、当事者が余り深刻な問題としていないのでわれわれのテーマにはなりにくい

再度関係する人（当事者）が問題を整理して解決策を検討し動き方を提案して欲しい

②　観光ボランテアガイドから見た観光について

　　鷲別地区

　　鷲別海岸ウオーキングを実施している

　　学校の空き教室を利用した資料館を提案している

　　２０年前鷲別地区のまちづくり計画を作った

　　２０００年に鷲別地区散策マップを作った

　　しかし、観光とするにはテーマが少なすぎる

　　外国人（他の地域からの人も含め）を対象にした観光なのか、市民を相手にするのか

　　市民が集まり活動する地域としての鷲別でも良いのではないのか

　　室蘭市のまちづくりセンターの資料を集めて参考にすると良い

　　人が集まると弊害も出てくる。自然を楽しむ企画なのに人が入ると自然が遠ざかる心

　　無い人がゴミや盗掘をしてしまう。これ等も考えなければならない

　　市民が温泉の良さを理解し利用しようとなるには、温泉を誇りに思う事で誇りに思う

　　場所が身近に在ると温泉を大切にしようとする気持ちが理解できる

　　地域ごとに誇りに思えるものを発掘し、観光に対する意識を高めるのが部会の方向と

　　思う

　　多くの人を集める観光、地元の人だけの穴場、両方があって全市観光であり、景色が

　　ダメなら魚釣りもある。インフラ（道路・駐車場・トイレなど）整備もどこまでかが

　　問題

③　次回は９月１日　午後６時３０分　から

室蘭まちづくりグループ・登別のまちづくりグループの比較

幌別地区の観光について

市役所担当者にも入ってもらう

